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地区の災害危険性をふまえた豪雨土砂災害と
南海トラフ巨大地震に向けての認識と備え
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ー地区防災計画策定に向けてー
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本日の内容

１ 宇和島市、和霊校区の地域特性をふまえた地区防災計画づくり

２ 宇和島市和霊校区防災マップ

3 宇和島市の地域特性

4 土砂災害の危険性を認識する

５ 南海トラフ地震の危険性を認識し、地震への備えを再確認する

６ 地区防災計画策定の際のポイント
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宇和島市和霊小学校区防災マップ 資料：宇和島市
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宇和島市の地域特性（概要）
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宇和島市の地域特性（人口・高齢化率、他）
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高齢化率36.6%、財政力指数0.33を考慮した地区防災計画策定
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未来の宇和島市（人口構成変化）

6和霊校区の高齢化率、人口構成、要支援者数は？



©
2019.08.25

NIED

宇和津地区の土砂災害警戒区域・特別警戒区域

えひめ土砂災害情報マップ

ホームページで確認できます。
http://www.sabomap.pref.ehime.jp/
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出典：和霊校区防災研修会資料（平成３１年２月１７日）
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土砂災害による人的被害状況

平成３０年７月西日本豪雨災害

死者数：１１人、箇所数：６箇所

番号 地区名 死者 区域指定

１ 玉津地区 ４人 土砂災害警戒区域

２ 奥南地区 ３人 土砂災害警戒区域

３ 喜佐方地区 １人 指定なし

４ 吉田地区 １人 土砂災害危険箇所

５ 立間地区 １人 土砂災害警戒区域

６ 玉津地区 １人 土砂災害警戒区域
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出典：和霊校区防災研修会資料（平成３１年２月１７日）
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土砂災害の認識不足

 防災マップ等、危険箇所を明示した資料を配布しても関心が薄

く見ていない。

 過去に大きな災害があった地域でも、「自分の家」で何も起き

ていなければ、危機意識を持たない。

 地域の被災体験が、住民間で共有されていないか、または忘

れられている。

出典：和霊校区防災研修会資料（平成３１年２月１７日）
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危険を知ることが必要

 土砂災害から命を守るには、その前提として住民が「今自分が

住んでいる家（場所）」の豪雨時や地震時の土砂災害に遭遇す

る危険性を認識し、避難の必要性を理解していなければならな

い。

 そのためには、「地域」単位ではなく「家（場所）単位」で危険を知

ることが必要。

出典：和霊校区防災研修会資料（平成３１年２月１７日）
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柿原２区付近の土砂災害イメージ

土砂災害区域は想
定です！

区域外だから安全
とは限りません！

出典：和霊校区防災研修会資料（平成３１年２月１７日）
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伊吹町東１区付近の土砂災害イメージ

土砂災害区域は想
定です！

区域外だから安全
とは限りません！

出典：和霊校区防災研修会資料（平成３１年２月１７日）
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出典：宇和島市資料
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出典：Newton

マグニチュードと地震のエネルギー
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世界の大地震分布

出典：NHK そなえる防災
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□20世紀以降の世界の巨大地震

出典：NHK そなえる防災 （第3回 地震の大きさ、場所、発生時期にも規則性がある？）

□日本およびその近海で発生した
地震の規模別頻度(2000.8〜2010.8)

グーテンベルクリヒター則 : 大きなものほど発生頻度が低く、小さなものほど発生頻度が高い
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＜参考＞ 主な想定災害（地震・津波）

事故等の発生確率

空き巣狙いに遭遇 3.4％

がんで死亡 6.8％

交通事故で負傷 24％

30年以内に起こる発生確率

※資料：内閣府
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南海トラフ地震
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70%
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和霊地区現地調査
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和霊地区現地調査
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【地区防災計画策定の際のポイント】

• 今だけでなく、10年後、20年後を見据えてつくる。

• ブロック塀や老朽化した木造家屋など倒壊が予測される箇所
を確認したうえで、避難経路を複数検討する。

• 避難所まで実際に歩いたうえで、計画をつくる。

• 避難所に何が備蓄されているのか確認し、（高齢者の備蓄品
として）不足があれば、準備する。

• 要支援者の避難について、十分に議論し、支援できるように
しておく。

• 災害種別で避難する場所を変える。

• 自らの判断で（早めに）避難できるよう、日頃から自らの避
難の基準を決めておく。

• 他地域からの流入者（ex.津波避難者）に、どう対応するか。

• 発災時の防犯体制も考える。
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